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静問地学 58号 (1988)

地学散歩 (38)

した際に、マイロナイト(ミロナイト)と呼ばれる細粒

で徽密な岩石をつくることがある O 日本で最も著名なマイロナイトは、中央構造線の近くの領家帯に

見られるもので、古くから「鹿塩片麻岩j とか「鹿塩ミロナイト jという名で呼ばれてきた。静岡県

にも北西部の水窪町青崩ut普から佐久間町出馬にかけて露出しており(図 2)、露頭では面状の構造(面

と線状の構造(線構造)をよく発達させている O

左ずれ 変形前 右ずれ マイロナ千トを特徴付けるのは、肉眼では観察できない
ム叩ー

微小な変形組織である O その観察は偏光顕微鏡下で行うの

だが、普通は面構造に垂直で、線構造に平行な面の薄片を

作る O この面では、これまでの研究から岩石の変形した様
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という。ただし一枚のカードは紫援に薄い
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ド拡実際には滑らない。

領家変成岩及びマイロナイト

梅

市

命

o 2 
し一一向山J

静慌の地学(1978) より km 

図 2:静間県北西部の地欝概略国
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も良く反映した組織を観察できると考えられている

かちである O 写真 1~4 はその例である O

1 .. 2は砂質変成岩起源のマイロナイトで、ほぽ球

(一部方解石を含む)が回転した時に形成さ

れた変形組織である O 写真 2では長石の左上と右下に尾を

号iいているように見えるが、このような形は上側を左に下

側を右にずらす左ずれの努断変形が起きたときにできる

(模式図 1)。写真ト 4は珪質変成岩起源のマイロナイトで、

「マイカブイツシュJと呼ばれている変形組織で

ある O これは白雲母の形がまるで魚に見えることから付け

られているが、写真 3では泳いでいる魚がすべて向じ方向

を持っているのが見られる O 写真 4はそのうちの一つを

拡大したもので、やはり上餓を在に下側を右にずらす左ず

れの努断変形によってできる組織である(模式国 2) 0 

このような変形組織の観察によって、マイロナイトがど

のように変形したのか判断でき、さらにこの観察を広範閤

な地域で行うとその岩石全体の動きを推察できるようにな

るのである O 最近、このような手段を使って次々と新たな

され、それをもとにして中央構造線の運動史を

解明しようとする研究が進められている O
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ているのが見られる O

りに回転したと考え

られる O 横~高2.7m

2:写真 1の左上の長居(急の

い部介は方解石)の拡大。

長石の周りに非対称の尾が見

もれる。横幅O.5mm
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模式図2
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3: 

イト白

マイ日ナ

して

称形になっている(マイカブ

イツシュ)。横幅2.7mm

4:写真3の右上のマイカブイ

ッシュの拡大 非対称形がは

っきりと晃える。横橋O.5mm


